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2.　一人一人の生活ペースにあわせた支援 外部評価項目

3.　できることはできるだけ本人にしていただき、自律感を感じて頂く Ⅰ 理念に基づく運営  1 ～  7

4.　散歩、日光浴、体操などの健康増進と楽しみな食事で入居者が元気である Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 8

5.　職員が資格取得に向けて勉強会や研修会に積極的に参加している Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント  9 ～ 13

6.　職員の離職率が低い Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 14 ～ 2036 ～ 55
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　■　認知症対応型共同生活介護

　□　小規模多機能型居宅介護

　横須賀市太田和２-１０-３

平成28年4月26日平成27年5月1日

【事業所の概要 】
　この事業所はJR横須賀線の逗子駅、衣笠駅、横須賀駅、または京浜急行の新逗子駅、横須
賀中央駅からバス便がある。いずれも太田和バス停で下車、徒歩7分である。2,400㎡と広大
な敷地に、リゾートホテル風の鉄骨造平屋建ての建物である。居室は約8畳と広く、中庭では
桜の花見や日向ぼっこが楽しめる。隣接地に同一法人が特別養護老人ホームやデイサービス
などを併設している。
【理念に沿った運営と人材育成】
　ホームのケア理念は、「1.見逃さない　2.見捨てない　3.諦めない」の頭文字「MMA」を掲
げている。運営に当たっては、毎月の全体研修で「月次目標」を話し合い、理念の実践に取
り組んでいる。法人、ホーム長ともに人材育成に熱意がある。事業所は職員の経験・力量に
応じた研修や資格取得の支援をしており、モチベーションアップを図っている。これにより
経験豊富な職員が揃い、離職率が極めて低い。
【医療連携・看取りと災害対策】
　協力医の往診が週1回あり、看護師が週1回健康管理に訪れている。医療連携では24時間看
護師とのオンコール体制がある。利用者が終末期を迎えた場合は、利用者や家族の意向に
沿ってターミナルケアを実施している。消火、避難訓練を年に2回実施し、食料と飲料水など
を備蓄している。また、法人が町内会と「相互防災協定」を結び災害時には備蓄品や施設の
利用を取り決めている。
【利用者の暮らしぶり】
　町内会に加入しており、老人会の招待をうけたり、正月には獅子舞がホーム内に立ち寄っ
てくれる。隣接する同法人の特別養護老人ホームでは、地域の夏祭りが開催され、利用者は
それに参加している。また、車いすダンスや太鼓、オペラ等のボランティアの来訪がある時
には、一緒に楽しんでいる。近隣の幼稚園児も時々来訪する。利用者は、月の行事や歌唱、
体操、ボール運びなどのレクリエーションを楽しみくつろいでいる。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 　○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

　グループホームつばき

　ユニットつばき

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向け

て
期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり、管理者と職員は、
その理念を共有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう、事業所自体が地域の一
員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を、地
域の人々に向けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につい
て報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

入居者家族や地域の代表者等
に参加して頂き、施設の状況
報告への意見や参加者からの
地域情報など施設ケアの参考
にさせて頂いている。

運営推進会議は利用者家族、老人会副会長、民生委員、地
域包括支援センター職員、事業所職員が参加している。市
職員は年に1回参加している。運営・行事報告、介護保険
制度改正の情報交換などを行っている。外部評価結果も報
告し、家族、職員にも開示している。出席率は良かった
が、昨年度は４回しか開催できなかったので、次年度は開
催日を調整し、2ヶ月に1回開催する予定である。

家族会や事業所会議を通じて
グループホームのケアを理解
して頂いている。また日常生
活においても散歩や買い物、
回覧板、地域行事などを通じ
て交流を深めている。

小和田町内会に加入し老人会からの招待がある。正月には
獅子舞が立ち寄ってくれる。町内会の盆踊りが、隣接の同
一法人特別養護老人ホームの敷地で開催され参加してい
る。同特養には、車椅子ダンス、太鼓、オペラ、マジック
のボランティアが来るので一緒に楽しんでいる。近隣の幼
稚園児の来訪や、福祉医療専門学校の実習生、認知症介護
実践者研修、中学生の職業・福祉体験実習を受け入れてい
る。ホーム長が系列デイサービスで、地域住民を対象に認
知症ケア・予防などを講演している。

事業所会議や高齢者シンポジ
ウムにおいてとりくみの発表
を行った。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

地域におけるグループホーム
の存在意義や入居者およびそ
の家族の思いを踏まえた理念
を、事業所内研修や施設内掲
示で確認しながら実践してい
る。

ホームの理念は、実践的で分かり易い「1.見逃さない　2.
見捨てない　3.諦めない」の頭文字「MMA」を掲げ、その
人のできることを積極的に引き出し、心豊かな生活ができ
るよう、その人らしさを尊重し日々の生活を支援してい
る。運営に当たっては、毎月の全体研修で「月次目標」を
共有し、理念の実践に取り組んでいる。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向け

て
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取
り、事業所の実情やケアサービスの取組
みを積極的に伝えながら、協力関係を築
くように取り組んでいる

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着
型サービス指定基準及び指定地域密着型
介護予防サービス指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘
束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利
用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図っている

部内研修などで学習してお
り、身体拘束について十分理
解しておりケアに取り組んで
いる。

身体拘束を行わないことを契約書や重要事項説明書に明記
し、契約時に説明している。年１回職員研修を行ってい
る。玄関は職員の見守りで安全を確保し、夜間のみ施錠し
ている。利用者は玄関先や中庭で外気浴をしているが、不
意の外出はない。買い物などの希望者には職員が付き添っ
ている。転倒防止のため、離床センサーを利用している方
がいる。

契約を結んだり、解約する際
には十分な説明を行い、不安
や疑問が生じていないかを確
認しながら理解や納得を得て
いる。

カンファレンス等で常に確認
しながら防止に努め、部内研
修でも学習している。

部内研修で学習しており、業
務上役立てている。

事業所説明会や実施指導等に
より、意見交換や指導を仰い
でいる。

横須賀市福祉部介護保険課には、事業所説明会、変更届な
どの指導を受け、研修にも参加している。地域包括支援セ
ンターの職員には、運営推進会議に出席して頂き助言をも
らっている。日本認知症グループホーム協会に加入し、研
修に参加し情報を入手している。かながわ高齢者福祉研究
大会、かながわ福祉サービス大賞に参加して、研究発表し
ている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向け

て
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員並びに外部者へ表せる機会を設け、
それらを運営に反映させている

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させ
ている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働
時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ
アの実際と力量を把握し、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

代表者は施設職員の研修や勉
強会を積極的に推し進め、職
員のキャリアアップに協力的
である。

代表者は施設運営に理解を示
し、労働環境の向上に努めて
いる。

家族会や事業所会議で話し合
う機会を設け、また普段の来
所時でも気軽に話し合える雰
囲気を作っている。意見箱を
設置している。

家族会、敬老会、運営推進会議、餅つき大会などの行事で
意見を聞く機会を設けている。家族の来訪が多く、要望等
は直接聞いている。家族が利用者に「笑顔がない。」など
と感じた時は、職員に報告してくれるなどの信頼関係は築
けている。利用者の生活の様子は、支援経過記録で家族に
説明している。行事のアンケートを取ったり、外部評価の
結果を配布している。毎月、職員の手書きの手紙で生活の
様子や行事などを家族に郵送するほか、４半期ごとに法人
全体の「椿だより」も郵送している。

来訪の少ない家族に
は、利用者のきめ細
かい状況報告（献立
や外出など）を期待
します。

全体研修会で機会を設けてい
るが、日頃からいつでも管理
者と話せる機会があり、意見
や提案もできる環境にある。

毎月、全体研修会議とユニット会議で意見・提案を聞き運
営に反映させている。ホーム長は全体会議で、業務の質や
意欲の向上、勤務体制、資格取得の環境整備（支援や昼間
の研修）などについて、意見や提案を聞き、モチベーショ
ンアップを図っている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向け

て
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流
する機会をつくり、ネットワークづくり
や勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取組みを
している

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人
が困っていること、不安なこと、要望等
に耳を傾けながら、本人の安心を確保す
るための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家
族等が困っていること、不安なこと、要
望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人
と家族等が「その時」まず必要としてい
る支援を見極め、他のサービス利用も含
めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に
置かず、暮らしを共にする者同士の関係
を築いている

本人と家族の話し合いのなか
から必要としているサービス
や支援を見極める。

職員と一緒に料理や掃除洗濯
等の家事をやったり、お話や
散歩、買い物などを通して両
者の信頼関係を構築してい
る。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居する前に本人と面接の機
会を持ち、話を伺う機会を確
保している。

利用に至る前にご家族との面
接を持ち話を聞く機会をつく
り、本人や家族への要望や悩
み事を傾聴する。

外部研修への参加し、交流の
機会を作っている。
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19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に
置かず、本人と家族の絆を大切にしなが
ら、共に本人を支えていく関係を築いて
いる

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支
援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、
支え合えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、こ
れまでの関係性を大切にしながら、必要
に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

入居者一人一人を理解し、お
互いの関係を把握し、また孤
立せずにお互いが支え合える
ような支援に努めている。

他施設へ移動した場合は面会
に行ったり、亡くなられた場
合、その後も行事への招待を
家族へ行い、できる限り相談
や支援を続けている。

家族にもお願いできることは
してもらい、散歩や受診、餅
つき等の行事への参加等、手
伝ってもらっている。

いつでも面会できるように
なっており、家族や友人が来
たり、外出も家族同伴で自由
にできる。買い物の帰りに本
人の馴染みの場所をドライブ
もしている。

利用者が高齢化しており、来訪者は家族が中心であるが、
友人、知人の来訪もあり湯茶の接待をしている。ホーム内
では2ユニットの合同行事により交流を図っていて、家族
の参加も多い。中庭でも自由に談笑している。花見、買い
物、外食には馴染みの場所を選定している。利用者にとっ
ての「安住の我が家」は、このホームであり馴染みの職員
である。毎月の家族あての手紙や電話の取次ぎは職員が支
援している。
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23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意
向の把握に努めている。困難な場合は、
本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用
の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めてい
る

入居者一人一人の日常の生活
の中で確認しながら心身及び
総合的に現状を把握するよう
努めている。体力低下が見ら
れる方は静養していただくこ
ともある。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

センター方式の活用や本人・
家族へ意向を確認している。
意志表示の難しい方には、日
常生活からその人に望ましい
と思われる対応を心がけてい
る。

入居希望者には見学を勧め、入居前に本人・家族に面接
し、思いや意向を把握している。初期のアセスメントはセ
ンター方式で確認し、カンファレンスで共有している。利
用者3人1組の職員の担当制をとり、個々の意向を把握し、
カンファレンスで話し合い、介護計画に反映している。意
志の把握が難しい方は、家族に相談したり、日々の様子か
ら把握に努めている。衣替えは家族が対応している。リビ
ングの座席の配置は、利用者の人間関係に配慮している。

センター方式の活用や本人・
家族へ聞き取りを行い、サー
ビスの経過の把握に努めてい
る。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な
関係者と話し合い、それぞれの意見やア
イディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、職員間で情
報を共有しながら実践や介護計画の見直
しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉
われない、柔軟な支援やサービスの多機
能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資
源を把握し、本人が心身の力を発揮しな
がら安全で豊かな暮らしを楽しむことが
できるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業
所の関係を築きながら、適切な医療を受
けられるように支援している

お祭りに参加し皆で楽しんで
いる。また回覧板を入居者と
近隣へ持っていくことで交流
を図っている。

家族協力のもと適切な医療を
受診できるように支援してい
る。
往診には内科・歯科・眼科・
精神科を受け事業者との関係
を築いている

入居前からの主治医に受診している方が数名おり、その他
の方は協力医を主治医としている。協力医、歯科医の往診
は週1回ある。眼科と精神科は必要に応じて往診してくれ
る。また、医療連携体制により看護師の24時間オンコール
体制があり、看護師は週1回健康管理に訪れている。各医
師の指示等は「ドクターノート」に記載し、介護計画に反
映させている。

支援・経過記録の他、医療
ノートを用いて個別記録に記
入し、職員全員で実践し、介
護計画の見直しに活かしてい
る。

重度化した為家族の意向で法
人内部の事業所（特養）へ移
動された方もいた。

本人・家族・計画作成者を中
心に皆で話し合い、取り組ん
でいる。

職員は、介護計画と連係した支援経過記録を記載してお
り、ユニツトチーフが毎日確認している。職員の記帳方法
にバラツキがあるので統一を図りたい。毎月のカンファレ
ンスで担当職員の意見を聞き、計画作成担当者がモニタリ
ングしている。6ヵ月ごとに介護計画の評価を行い、医
師・看護師の意見を取り入れて、介護計画を見直してい
る。心身の状態に変化があれば随時見直している。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえ
た情報や気づきを、職場内の看護職員や
訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利
用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療でき
るように、また、できるだけ早期に退院
できるように、病院関係者との情報交換
や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合
いを行い、事業所でできることを十分に
説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全
ての職員は応急手当や初期対応の訓練を
定期的に行い、実践力を身に付けている

本人・家族・かかりつけ医と
の繰り返しの話し合いや、終
末期意向アンケートを用いて
全員で方針を共有している。

「看取りに関する指針」があり、入居時に重要事項説明書
とともに説明し、同意書を受領している。終末期を迎えた
場合は、本人と家族の意向に沿い、医師及び医療機関と連
携を図りながら、看取りまたは入院支援が行われている。
これまでに7名を看取り、特別養護老人ホームへの転居者4
名、2名の入院支援を行った。亡くなられた後に「偲ぶ
会」を行い、振り返りの研修としている。職員のメンタル
ケアは、ユニットチーフが行っている。看取り研修は、
「ターミナルケア・精神的ケア対応マニュアル」に基づき
定期的に実施している。

マニュアルがあり、その都度
研修も行っている。緊急時に
あわてないよう、緊急連絡先
のある場所は誰でも分かるよ
うにしている。

医療ノートや電話対応により
入居者の相談を24時間できる
体制をもっている。

入居者が入院した場合には、
家族と協力しながらできる限
り面会し病院側からの情報を
得ている。また退院へのアプ
ローチも行っている。
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35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を全職員
が身につけるとともに、地域との協力体
制を築いている

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ
イバシーを損ねない言葉かけや対応をし
ている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけて
いる

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、
その日をどのように過ごしたいか、希望
にそって支援している

その都度確認したり説明をし
て本人が決められる様な工夫
をしている。

個々のペースを大切にしなが
ら、都度確認をしたりして、
本人の希望に沿うよう支援し
ている。

法人全体やグループホーム内
研修において訓練を行い、特
養からの協力を得られよう連
携をとっている。しかし地域
との正式な協力体制はできて
いない。

年に2回消火・通報・避難防災訓練（夜間想定）を隣接の
特別養護老人ホームと合同で実施しており、そのうち１回
は消防署が立ち会っている。職員が近隣に多く住んでいる
ので災害時に参集しやすい。近隣住民にも参加の声掛けし
ている。また、法人が町内会と「相互防災協定」を結び、
災害時には備蓄品や施設の利用を取り決めている。一時避
難先は、周辺小学校である。海辺に近いので、近隣の小高
い公園に避難する計画をしている。食料・飲料水の備蓄
は、特養の倉庫に3日分と、プロパンガスとコンロなどが
保管されている。敷地内に貯水槽が設置されている。

備蓄品の在庫管理は
法人に依存すること
なく、当該事業所職
員による自主管理を
期待します。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

一人一人の人格やプライバ
シーや尊重した言葉かけや対
応をしている。

人格の尊重とプライバシーの確保は、運営規定、契約書な
どの運営方針に明記されている。認知症である以前に一人
の人間として、されて嫌なことはしない。排泄の際の声掛
けやトイレのドアをきちんと閉めるなど、基本的なことは
日常のケアの中で注意している。人権擁護や虐待防止の研
修を継続して行っている。また、入職時研修で個人情報の
保護を学び、個人情報に係る重要書類は、事務室の書庫に
保管している。
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39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者
と職員が一緒に準備や食事、片付けをし
ている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの
状態や力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力
に応じた口腔ケアをしている

食事の形態や量は一人一人に
合わせている。
また状況に合わせ補食も用意
している。

３食毎の口腔ケアを行い必要
に応じて職員の補助を行って
いる。また歯科受診を受けて
いる方もいる。

起床時・入浴時・行事等では
衣服の選択や化粧などの支援
を行っている。理髪店の出張
サービスによりヘアカットし
ている。

必要に応じてメニューを変更
したり、誕生会等では事前に
好みを聞きメニューを考えて
いる。支度や片付けもできる
範囲で一緒に行なっている。

利用者の希望を聞いて、職員が献立を作っている。食材は
宅配とスーパーマーケットで調達している。職員が調理し
個々の食形態（ミキサー、とろみ食など）に合わせ提供し
ている。味噌汁が嫌いな方には、代わりにカップラーメン
を出すなどの工夫をしている。誕生会では本人の希望を聞
き寿司をとることがある。外食は近隣のファミリーレスト
ランやラーメン店に出かけている。利用者は、調理の下ご
しらえなど出来ることを手伝っていた。リビングでは車い
す利用者も椅子席に移乗し、背あて、座布団、足台で座位
を調整している。職員は利用者を介助しながら、同じテー
ブルで検食している。栄養バランスやカロリーチェックは
特養の管理栄養士に依頼している。
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43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を
活かして、トイレでの排泄や排泄の自立
に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に
応じた予防に取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て入浴を楽しめるように、職員の都合で
曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々
に応じた入浴の支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ち
よく眠れるよう支援している

できるだけ希望に沿うように
入浴できるよう支援してい
る。シャワー浴や足浴対応も
行っている。

週2回入浴しているが、見守りだけで入浴できる利用者
は、入浴回数を増やすなど柔軟に対応している。浴槽はそ
れぞれのユニットにより異なり、一般的なユニットバス
と、檜風呂にリフトを設置したユニットバスがある。浴
室、脱衣室にはエアコンが設置され、菖蒲湯や柚子湯な
ど、季節感を楽しんでもらっている。入浴を好まない方は
いない。同性介助は要望があれば対応する。

休みたい時は居室で休め、リ
ネン交換・空調機・湯たんぽ
の使用等、安眠できるように
している。ベッドに限らずソ
ファでも休んで頂いている。

排泄チェック表の活用を続け
ており、時間をみながら声掛
けを行っている。

排泄が自立している方は1名であり、他の方は介助が必要
である。排泄チェック表で排泄パターンを把握し、トイレ
に誘導している。表情や仕草での排泄のサインを見逃さな
いようにしている。これらの取組みでおむつ、リハパン等
の交換が減ってきた。トイレはユニットごとに5ヶ所あ
り、内2ヶ所は車いす対応可能である。１ケ所には男性用
トイレも併設している。肘掛、手洗い、ペーパータオル、
ウオッシュレット、ヒーター、エアクリーナーを備えてい
る。排便コントロールは医師の指示により、ヨーグルトな
どで調整している。

体操や散歩・食事やヨーグル
ト・乳飲料・オリゴ糖などを
活用している。排泄時ウォ
シュレットを使って刺激した
り、腹部マッサージもしてい
る。
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47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副
作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし
た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換
等の支援をしている

個々の薬の目的や副作用、量
等をラックに記してあり、ま
た各薬の担当を決め職員が十
分理解し支援している。

買い物、ドライブ、散歩や
歌、カラオケなど行ってい
る。
法人の隣接する事業所で習字
を習っている方もいる。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向け

て
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸
外に出かけられるよう支援に努めてい
る。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力
に応じて、お金を所持したり使えるよう
に支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援
をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、
食堂、浴室、トイレ等）が、利用者に
とって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

毎月のお便りでは代筆という
形で書いたりもするが、書け
る方には本人に書いていただ
き、電話をかけたい時にはか
けられるように支援もしてい
る。

広い建物・土地と静かな住宅
地ということで生活環境は良
いと思われる。

ユニット玄関に入ると来客用の応接スペースがある。建物
中央部には、桜の花見、日向ぼっこが出来るテラス、餅つ
き大会などを開催する広大な中庭と、居間・食堂・キッチ
ンが配置されている。居室は居間を取り囲むように配置さ
れ、利用者が生活しやすい間取りになっている。居間・食
堂は明るく清潔で、テレビやテーブル、椅子などが置かれ
ている。居間に接して掘りごたつのある畳部屋がある。天
井が高い回廊には、ボランティアの絵画教師が寄贈した絵
画が美術館の様に陳列されており、行事の写真、ちぎり
絵、塗り絵などが多数展示されている。利用者はリクリ
エーションを楽しみ、居心地よく寛いでいる。

散歩や外気浴、少人数制によ
る外食、買い物、家族との外
出や施設行事での外出・外食
等で楽しんで頂いている。

天気の良い日には、花見のできる公園などを散歩してい
る。散歩が困難な利用者は、広い中庭で外気浴をしてい
る。春は八重桜や、しだれ桜の花見ができる。外出行事
は、春の花見、夏は町内会の盆踊り・花火大会、秋はミカ
ン狩りが企画されている。少人数対応としては、外食のほ
か、湘南国際村、ソレイユの丘、三浦海岸の河津桜、あじ
さい見物などに出かけている。系列デイサービスの送迎バ
スを利用することもある。

現在は個人で金銭管理をして
いる方はいない。
買い物の際も職員が代行し
て、本人の目の前で支払をし
ている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向け

て
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好
みのものを活かして、本人が居心地よく
過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」
や「わかること」を活かして、安全かつ
できるだけ自立した生活が送れるように
工夫している

廊下は広く車イスも使用で
き、手すりや部屋毎の表札、
トイレや風呂の表示もされて
いる。

玄関や廊下のソファ、玄関先
のベンチ・リビングのソファ
などでくつろげるようになっ
ている。

居室に置くものは自由で本人
や家族でレイアウトされた
り、なじみの物を置かれてい
る方もいる。（花や仏壇な
ど）

居室は8畳で広く、障子戸が入っている。エアコン、換気
扇、照明器具、洗面台、クローゼット、ナースコールが備
え付けられている。自宅から使い慣れたベッド、テーブ
ル、イス、テレビ、整理タンス、家族の写真、加湿器など
を持ち込でいる。居室内には、ぬいぐるみや敬老会、誕生
会の写真が飾られている。下肢の不安定な方は、離床セン
サーを置いている。また、褥瘡用の体位交換マットを使用
されている方もいる。室内は整理整頓され清潔であり、利
用者は居心地よく暮らしている。居室は洋間の他、和室が
3室ある。



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホームつばき

 ユニット名 ユニットさざんか

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつくり、管
理者と職員は、その理念を共有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事業所
自体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解や支
援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

入居者家族や地域の代表者に
参加していただき、施設の状
況報告に対し意見をいただい
たり、参加者からの地域情報
などを施設ケアの参考にさせ
ていただいている。

事業所説明会や運営推進会議
実施指導により、意見交換や
指導を仰いでいる。

家族会や事業所会議を通じて
グループホームのケアを理解
していただいている。また日
常生活においても散歩や買物
地域行事、回覧板を届けるな
どを通して交流を深めてい
る。
中学生の体験学習を通して地
域の子ども達に認知症を身近
に感じてもらえるように取り
組んでいる。また地域の方々
には、認知症についての話を
する機会を設け、理解してい
ただけるよう努力している。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

地域におけるグループホーム
の存在意義や入居者及びその
家族の思いを踏まえた理念を
施設内研修で確認し共有しな
がら実践している。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁止の対象と
なる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度につい
て学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、それらを
活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反映させている

家族会や事業所会議で話し合
う機会を設けているが、普段
の来所時でも気軽に話し合え
る雰囲気を作るよう心がけて
いる。また意見箱の設置もし
ている。

施設内研修で学んでいるため
必要に応じ活用できるよう支
援している。

契約を結んだり解約する際に
は十分な説明を行い、不安や
疑問が生じていないかを確認
しながら理解、納得をいただ
いている。

施設内研修などで定期的に学
んでおり身体拘束をしないケ
アについて十分理解している
と思われる。

施設内研修で定期的に学んで
いるため、十分理解している
と思われる。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を持って働け
るよう職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

年間を通じて、内部・外部研
修や会議などを積極的にすす
め、施設職員及び外部関係者
が共に向上出来るように取り
組んでいる。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居前に本人との面接時間を
を持ち、話を伺う機会を確保
している。

代表者は施設運営に理解を示
し、労働環境の向上に努めて
いる。

代表者は施設職員の研修等を
積極的に推し進め、職員の
キャリアアップに協力的であ
る。

施設内研修で意見を言う機会
を設けているが、日頃からい
つでも管理者と話すことがで
き、意見や提案をできる環境
にある。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた対応
に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

いつでも面会できるようにし
ているため家族が気軽に面会
にいらっしゃる。

職員と一緒に料理や掃除、洗
濯等の家事を行ったり、買物
や散歩などで信頼関係を築い
ている。

家族に受診、衣類の入れ替
え、行事の後片付けなどをお
願いし共に入居者を支えてい
く関係を築くよう心がけてい
る。

入居前に家族との面接の時間
をとり家族の要望や悩み事を
傾聴する機会を作っている。

本人と家族の話の中から必要
としているサービスや支援を
見極めている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォローし、相談や
支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

一部センター方式を活用し、
本人及び家族から聞き取りを
行って経過の把握に努めてい
る。

入居者の毎日の生活の中で確
認しながら、心身及び人間関
係など総合的に把握するよう
に努めている。

亡くなられた場合は行事など
でご遺族を招待し出来る限り
その後の関係も保つ様努めて
いる。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

一部センター方式を活用し本
人に確認、及び家族に伺った
り、意思表示の難しい方には
日常生活からその人に望まし
いと思われる対応を心掛けて
いる。

入居者同士が自然に寛げるよ
うに関係の把握と孤立するこ
とのない様に声かけしお互い
関わり合い支え合いができる
よう努めている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録に記入
し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見直しに活か
している

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応して、既存
のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの多機能化に取
り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を受けられる
ように支援している

内科、精神科、歯科の往診を
受け、また家族付き添いでか
かりつけ医に受診する方もい
る。

パッドなど市の支給を申請し
ている。また出張美容サービ
スを利用している。広い空間
を活かし、入居者がプライ
ベートな時間を大事に出来る
よう配慮している。

特になし。

計画作成者、ケアワーカー、
本人、家族等と話し合い、介
護計画を作成し定期的に評価
している。

支援記録、医療情報ノート、
ケアプラン実施記録などの個
別記録の記入により情報共有
を計りながら実践や見通しに
つなげている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、職場
内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が適
切な受診や看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。又は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分に説明しな
がら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避難でき
る方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力体制を築い
ている

急変時や事故発生時の対応マ
ニュアルがある。応急手当の
訓練は不規則である。

施設内研修で定期的に訓練を
行っている。又、法人の特養
とも連携をとり、災害対策に
備えており、災害時の協定を
結んでいる。

利用者が入院した場合は、職
員が頻回に面会し病院関係者
からの情報を得ながら、早期
退院へのアプローチを心がけ
ている。

一年に一回少しずつ終末期の
ことを考えていただけるよう
に書面を渡し家族と本人の話
し合いをもっていただいてい
る。

看護職員とは業務日誌、看護
記録、電話などにより24時間
相談対応の体制をとっている
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希望にそって
支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を活かし
ながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けをしている

食事はほとんどの方が楽しみ
にしている。一緒に準備をし
て、食事をしたり片付けをし
ている。

一人一人のペースを大切にし
その都度確認しながら、本人
の希望に添うよう支援してい
る。

起床時、外出時、行事などで
は身だしなみを整えたり、お
しゃれができるよう支援して
いる。また出張美容院を利用
している。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

入居者一人一人の人格を尊重
し誇りやプライバシーを損ね
ない言葉かけや対応を徹底し
ている。記録などはファイル
に閉じ管理している。

その都度本人に確認したり、
説明を行い自分で選択し決め
ることが出来るよう支援して
いる。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた
支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

体操や腹部マッサージなどに
取り組み、また繊維質の多い
野菜、牛乳、オリゴ糖、果物
の摂取にも努めている。

できるだけ希望通りに入浴で
きるように支援している。

起床時と毎食後には口腔ケア
を行い、口腔内の衛生、義歯
の清潔管理に努めている。う
まくうがいが出来ない方には
歯磨きシートを利用している

介助が必要な方は一人一人の
排泄パターンを把握し、トイ
レへ誘導し排泄できるよう努
力している。

食事の形態や量を一人一人に
合わせ出すようにしている。
アルコール類を好まれる方は
行事等で出している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息したり、
安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支
援に努めている。また、普段は行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら出かけられるよ
うに支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるように支援し
ている

自分で管理できる方にはお金
を所持していただいている。
何か買いたいものがあるとき
は、預かり金から必要額を出
す時もある。

買い物、外気浴等で気分転換
をしていただいている。ま
た、夕方廊下の電気をつけ
る、毎朝日めくりカレンダー
をめくる等役割を持てる様支
援している。

買い物や、外気浴、家族との
外出を楽しんでいただいてい
る。

いつでも清潔な寝具で休める
ようにリネン交換やベッドメ
イキングには気を配ってい
る。布団干し、エアコン、湯
たんぽ等も活用し安眠につな
がるよう支援している。

一人一人の薬の目的、用法、
用量を職員が十分理解したう
えで服薬支援をしている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ等）
が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活感や季節感を採
り入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地よく過ごせる
ような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫して
いる

本人、家族の好みで自由にレ
イアウトされている。使い慣
れた物を配置されている方も
いる。

廊下は広く車椅子も安全に使
用できる。手すりもあり歩行
が不安定な方も自力歩行がし
やすくなっている。各居室に
は表札を設置し、トイレ、浴
室も分かりやすく表示してい
る。

閑静な住宅地にあり落ち着い
て過ごせる環境にある。建物
全体が広く造られているため
圧迫感もなく、生活環境は良
好と思われる。

玄関や廊下にソファーやいす
があり、一人になったり気の
合う仲間と寛げるようになっ
ている。

一名の入居者は携帯電話を
持っているため、自由に家族
にかけたり、親しい友人から
かかってきて話をしている。
施設から毎月お便りを出して
いるが、書ける方には書いて
いただいている。




